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＜病棟連絡事項＞
・患者様の退院処理について…

　⇒退院指示や退院時処方の指示受けが遅延しているケースがあります。全てを受け持ち

Nsが行う必要はありませんが、最低でも上記遅延がないよう受け持ちNsが責任を持っ

て管理を行い、日々の診察介助Nsやリーダーへ情報を伝達するようにして下さい。

＜患者様連絡事項＞

・小田　沙也加様～本日トラブルなく外泊から帰院されています。母様より現在の状態な

ら自宅へ退院し、以前と同様にデイケア（虹）2回/週に通所させたい

との希望があります。また明日の退院を希望されたため主治医へ情報

提供しています。もう一度外泊訓練してみてはどうかとのことでご家

族へ連絡し、20日16:30～21日17:30まで外泊訓練し週明けに退院予

定なりました。詳しい退院日については外泊時に確認することにして

います。

＜安ケ平Dr.患者様診察情報＞

・菅井　浩子様～苛々して死にたくなる等の言動がきかれています。本日vdsよりオラン
ザピンOD錠が増薬となっています。（以後定期）
・中山　真由美様～レキサルティを服用すると太る気がするとの発言が聞かれています。次回定期よりレキサルティが2→1mgに減薬となり、後に中止をしていく方針であるとの指示があります。
＜要注目患者様ケース検討＞
・中居　松男様～同室の瀬川様のシェーバーや洗面器を盗る、また昼食後薬と夕食後薬を

盗って自身のポケットに入れる等の迷惑行為があり、介入要しています。
迷惑行為が続いている状態ですが、動作緩慢さが目立つとのことで本日

診察にてバルプロ酸をさらに減薬するよう指示があります。頓服を活用
しながら他者トラブルの発生に注意して見守りして下さい。また本人の

仙骨部上に500円玉程度の表皮剥離があります。主治医よりアズノール

軟膏処方、塗布・ガーゼ保護の指示があります。悪化がないよう処置を

継続していきましょう。
